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下水モニタリングによる感染症早期警報システム

 下水中の病原ウイルスを測定し，情報発信することにより流行を

いち早く周知するシステムの開発 ⇒

 下水中病原ウイルスを迅速・高精度・網羅的に検出・定量技術の開発

 感染性胃腸炎の流行の動向と下水中ノロウイルス濃度の関係解析

 流行を事前に社会へ情報発信するシステムの構築

水監視システム



水監視システム実証実験 共同研究体制
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下水試料中のウイルス分析

東北大学
未来科学技術共同研究センター

患者便試料中のウイルス分析

東北大学
大学院医学系研究科

リスク低減効果の評価

山形大学農学部

感染性胃腸炎の流行調査
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全体的なアドバイス
水監視システムの普及

日水コン

実証実験の場の提供
南蒲生浄化センター
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下水中から観測される病原ウイルスの例

 水監視システム実証実験ではノロウイルスに注目
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様々な病原ウイルスの高精度で迅速な検出・定量技術の開発

MFqPCRによるウイルス遺伝子定量の概念図
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流入下水中ノロウイルス濃度と感染性胃腸炎患者報告数

 2016-2017シーズン：患者報告数は，ここ十数年の間，毎年観察

 2017-2018シーズン：感染性胃腸炎患者数が低い状況

 2017年-2018年の冬季，2019年1月2日以降

◼ 流入下水中のノロウイルス濃度が情報発信濃度を超えていたにも関わらず、
顕著な流行なし。しかし，感染状況は例年通りと想像

流入下水中ノロウイルス濃度と感染性胃腸炎患者報告数

2016.7 – 2017.6 2017.7 - 2018.6 2018.7 - 2019.2



情報発信システムの構築

豊北大学がウェブサイト
を作成し，保育所および
小・中学校父兄に対して
チラシ等を用いて仕組み
を紹介

濃度超過

情報発信時に登録者がウェブサイトからの
メールを受け取り，感染予防対策を実施

ウェブサイト上で情報発信され
ていることを関連するウェブサ
イト等で引用

ウェブサイトを見た人が自発的に登録ウェブサイトに登録

ウェブサイト上で，下水
中ノロウイルス濃度の情
報および感染予防対策に
関する事項を発信

ウェブサイト紹介チラシ
に仙台市等との共同研究
であることを明記し，広
く協力を依頼
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下水中ノロウイルス濃度情報発信サイト
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東北大学が運営している



仙台市建設局 92020/9/8

 定期的にサイトから

ノロウイルス濃度を発信

 また，ノロウイルス濃度
が情報発信濃度を超過し
た際に発信

（左図：2019/12/6）

 併せて，登録者に対し
注意喚起メールを送信

情報発信サイトからのお知らせ



 登録者へ注意喚起メールを送付

（実際のメール：2020/12/6）

 注意喚起は，これまで4回発信

 他 経過報告や，総括など
これまで 計14回配信している
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情報発信サイトからのメール



 下水中ノロウイルス濃度情報発信
サイト宣伝用チラシ

（左図：当時のもの）

 仙台市内の幼稚園・保育園・小学
校・中学校・市の施設にて

計５０００部のチラシを配布

 小学校・中学校には研究代表者が
直接伺って説明し、協力を要請
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ウェブサイト紹介チラシ（実証実験時）



今後に向けて

 流入下水中に含まれる多様な病原ウイルスの検出・定量化を確立し，
流入下水中の多様な病原ウイルスの監視による情報発信により，感染
症流行の未然防止

 少子高齢化が進んでいる現代社会下で，感染症による健康リスクの増
大や医療費の高騰などの社会的な課題解決に向けた，水監視システム
の確立

 水監視システムの普及・向上により，病原ウイルス等分析機関，ICT
技術者，下水道事業や感染症行政を担う公共団体，全体のコーディ
ネーターなど，様々な業種の力を結集し，感染症に対するロバストな
社会作りへの貢献

 現在，新型コロナウイルスに対し適用を試みている段階
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